
2.5.3 研究分野：森林生化学 
        

                 
構成員： 教授 

   
東 順一 

         

  
講師 

   
坂本 正弘 

        

  
大学院博士後期課程 3 名 
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1 名 

          

                 

                 
A.研究活動（2009.4～2010.3） 

         
A-1.研究概要 

             
a)植物バイオマスの資源循環的利用法の開発 

 地球上で形成された生物起源のバイオマスは地球上の有機物質の循環の鍵を担っ

ており、有用構成成分の分離技術の開発とリサイクル利用が地球環境の保全を考える

上で不可欠となっている。そこで、本研究ではマイクロ波高温高圧加熱・減圧加熱を

用いて多様な未利用生物系資源の包括的再資源化を行うとともに、農産未利用資源の

有効利用法の開発とリグノセルロース資源のエネルギー変換等を含め研究しつつあ

る。 

b)タケ・ササにおける開花現象の分子生物学的研究 

 タケ・ササの開花周期は数十年に一度であり，開花した個体は枯死すると言われて

いる。2007 年に京都市北部で一斉開花したチュウゴクザサから開花遺伝子として知ら

れる FT 遺伝子をクローニングした。この遺伝子をイネにおいて過剰発現させたとこ

ろ，きわめて早い時期に開花がおこり，チュウゴクザサにおいても既知の FT 遺伝子

と同様に開花促進機能があることが明らかとなった。チュウゴクザサにおける開花遺

伝子の解析をさらに進め，タケ・ササにおける開花現象を分子生物学的に解明する。 

c)バイオマス構成成分の構造と機能及び生分解機構の解析 

 バイオマスの新規な用途を開発するためには、生物の有する成分の構造、機能と生

分解を詳細に解明することが基幹である。本研究では、植物の耐環境適合性の決定因

子であるクチクラ膜の構成成分、セルロースを含む種子多糖ゲル中に含まれる多糖の

構造とゲル状化に必要な多糖間相互作用、乾質な花弁・種皮の形成と色素保持に不可

欠なキシランの特徴、並びにこれらのバイオマスの微生物・酵素による分解とその産

物について攻究している。バイオマスの有効利用をはかるためには、その構成成分の



形成過程を明らかにする必要がある。本研究では、樹木や単子葉植物における炭酸同

化産物や二次代謝産物の生成機構や伸長成長の機構について，葉緑体を含め生化学

的・分子生物学的なアプローチから解明するとともに、非木材バイオマスの中核をな

すタケや生物材料として貴重なワタの葉緑体ＤＮＡの構造解析を行い、バイオマスの

機能改善策を探索している 

d)植物バイオマスの形成と改質 

 バイオマスの有効利用をはかるためには、その構成成分の形成過程を明らかにする

必要がある。本研究では、樹木や単子葉植物における炭酸同化産物や二次代謝産物の

生成機構や伸長成長の機構について，葉緑体を含め生化学的・分子生物学的なアプロ

ーチから解明するとともに、非木材バイオマスの中核をなすタケや生物材料として貴

重なワタ等の葉緑体ＤＮＡの構造解析を行い、バイオマスの機能改善策を探索してい

る 

                 
A-2.研究業績（国内・国外含む） 

         
a)成果刊行 

              
著 書 

              
・Tsubaki, S.; Sakamoto, M.; Azuma, J. Application of microwave heating for the 

utilization of agricultural biomass. In: R. M. Mohan, Research Advances in 

Agricultural and Food Chemistry, vol. 1 (pp. 1-12). Trivandrum, Kerala, India: 

Global Research Network 

原著論文（査読付） 
            

・Tsubaki, S.; Nakauchi, M.; Ozaki, Y.; Azuma, J. Microwave heating for so 

ubilization of polysaccharide and polyphenol from soybean residue (Okara), Food 

Sci. Technol. Res. 15 (2009) 307-314 

・Yudianti, R., Karina, M., Sakamoto, M., and Azuma, J. : Effects of salts on 

rheological behavior of Salvia hydrogels. Macromol. Res.  17 (2009) 332-338 

・Yudianti, R., Karina, M., Sakamoto, M., and Azuma, J. : DSC analysis on water 

state of Salvia hydrogels. Macromol. Res.  17 (2009) 1015-1020 

・Ookuahi, Y., Sakamoto, M., and Azuma, J. : Effects of microwave irradiation 

on water-soluble polysaccharides of the fruiting body of Hericium erinaceum. 

J. Appl. Glycosci. 56 (2009) 153-157 

・Lao. X., J. Azuma and M. Sakamoto : Analysis of protein expression during 

intermodal elongation of Moso-bamboo. Bamboo J. 26 (2009) 17-25 



・Tabuchi, Y., J. Azuma and M. Sakamoto : Transition of sugar content and vacuolar 

invertase activity during square-stem bamboo shoot elongation. Bamboo J. 26 

(2009) 26-32 

・Suzuki, S., Y. Suzuki, N. Yamamoto, T. Hattori, M. Sakamoto and T. Umezawa : 

High-throughput determination of thioglycolic acid lignin from rice. Plant 

Biotechnology 26 (2009) 337-340 

・Azuma, J., Yamada, A., Takeda, H., Fukasawa, T., Tsunoda, K. and Yoshimura, 

T. :  Difference in Digestibility of Pine Wood by Two Subterranean Termites, 

Coptotermes formosanus Shiraki and Reticulitermes speratus Kolbe (Blattodea: 

Rhinotermitidae): Proceedings of The Sixth Conference of the Pacific-Rim Termite 

Group, Bali, Indonesia, 1-6. 

総説 
               

・東 順一：マイクロ波照射を用いた農林水産未利用資源の有効利用, 四国マイクロ

波プロセス研究会, Vol. 6 (2009) 3-7 

報告書等 
              

・東 順一 : 科学研究費補助金研究成果報告書：基盤研究（Ｂ）（2007～2009) セ

ルロースを含むゲル状バイオマスの資源化 (Utilization of Gellous Biomass 

Containing Cellulose)  

・東 順一 : 都市エリア産学官連携促進事業（一般型）【和歌山県紀北紀中エリア】

次世代型青果物剥皮技術の開発 (平成 21年度研究成果報告書） 

特許 
              

・東 順一、坂本哲雄、大西清高 ： 可溶化リグニン、糖類原料および単糖類原料の

製造方法並びに可溶化リグニン, 国際特許出願（WO 2009/050882 A1) 

                 
b) 学会発表 

             
・日本植物細胞分子生物学会第 27回(1 件) 

・日本木材学会第 60 回大会(5 件) 

・日本農芸化学会 2009 年度大会 (3 件) 

・The Third Symposium of Japan Society of Electromagnetic Energy Applications 

(3 件) 

・第 27 回和歌山バイオサイエンスフォーラム（1件） 

・The First International Symposium of Indonesian Wood Research Society 

“Contribution of Scientific Profession Society on the Development of Wood 



Science and Technology in Indonesia” (1 件） 

・MAPEKI XII (National Seminar of the IndonesianWood Research Society XII) （2

件） 

・International Seminar on Chemistry and Polymer 2009 (2 件） 

                 
A-3.国内における学会活動など 

         
所属学会等（役割） 

            
・東 順一：日本糖質学会（評議員）、日本農芸化学会（関西支部評議員）、日本ア

イソトープ協会 ライフサイエンス部門 評議員、NPO「循環型地球環境保全機構」

（理事） 

競争的資金等獲得状況 
            

①科学研究費補助金 
            

・基盤研究(B) ：東 順一：セルロースを含むゲル状バイオマスの資源化 

②その他の競争的資金 
            

・受託研究費：東 順一：都市エリア産学官連携促進事業（一般型）【和歌山県紀北

紀中エリア】次世代型青果物剥皮技術の開発 

・受託研究費：梅澤 俊明（坂本 正弘分担）：新農業展開ゲノムプロジェクト（イ

ネリグニン合成パスウェイの改変） 

・受託研究費：東 順一：わかやま中小企業元気ファンド事業 （「安定化赤シソ色

素」の開発と事業化） 

・受託研究費：東 順一：黒豆・昆布等に含有される機能性物質の研究 

・受託研究費：東 順一：ものづくり中小企業製品開発等支援補助金（成長分野研究

開発事業費補助金）(フロンタル重合改質法によるハイブリッド材料の研究開発) 

                 
A-4.国際交流・海外活動 

           
所属学会等（役割） 

            
・東 順一：Open Glycocience 誌（Editor） 

国際共同研究・海外学術調査等 
          

・セルロース水和ゲル資源の探索と利用、東 順一、LIPI （インドネシア） 

外国人研究者の受入 
            

・外国人共同研究者  1 名  （インドネシア） 
       

                 

          



B.教育活動（2009.4～2010.3） 
         

B-1.学内活動 
             

a) 開講授業科目（担当教員） 
          

・学部： 森林生化学 I（東，坂本），森林生化学 II（坂本，東），森林分析化

学（東），森林科学実習 II（坂本），森林基礎化学実験及び実験法（東，

坂本），バイオマス化学実験及び実験法 I（東，坂本） 

・大学院： 森林生化学特論（東），森林生化学演習（東，坂本），森林生化学専

攻実験（東，坂本） 

                 
B-2.学外における教育活動 

          
学外非常勤講師 

             
・坂本 正弘：同志社女子大学（科学技術と人間） 

 


